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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
火 炎 を 消 火 す る 方 法 で あ っ て 、 該 方 法 は 、 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ
Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ

３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ Ｆ ２ ， 　 （
Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ
Ｈ ２ Ｆ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ Ｆ ２ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ
Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ ，
　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝
Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ３

， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ，
　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ 及 び Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ か ら
な る 群 か ら 選 択 さ れ る 化 合 物 か ら な る 組 成 物 を 消 火 可 能 濃 度 で 前 記 火 炎 に 導 入 す る 過 程 と
、 前 記 火 炎 が 消 火 さ れ る ま で 前 記 化 合 物 の 濃 度 を 維 持 す る 過 程 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と
す る 火 炎 消 火 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 化 合 物 は 、 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ３

Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ
Ｆ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 （
Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ Ｆ ２ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ か ら な る 群 か ら 選
択 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 火 炎 消 火 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 化 合 物 は 、 少 な く と も 約 ３ ％ （ 体 積 比 ） の レ ベ ル で
用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 火 炎 消 火 方 法 。



【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 化 合 物 は 、 全 域 放 出 消 火 シ ス テ ム に 用 い ら れ る こ と
を 特 徴 と す る 火 炎 消 火 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 化 合 物 は 、 ポ ー タ ブ ル 消 火 シ ス テ ム に 用 い ら れ る こ
と を 特 徴 と す る 火 炎 消 火 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 組 成 物 は 、 他 の 消 火 剤 と の 混 合 か ら な る こ と を 特 徴
と す る 火 炎 消 火 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 そ の 他 の 消 火 剤 は 、 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ３

Ｃ Ｆ ２ Ｃ Ｆ ２ Ｈ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ ２ Ｃ Ｆ ３ ， Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ２ Ｈ 及 び Ｃ Ｆ ３ Ｈ か ら な る 群 か ら 選
択 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 火 炎 消 火 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
火 炎 消 火 剤 で あ っ て 、 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ
， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２

Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ Ｆ ２ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ

２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ
Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ Ｆ ２ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　
Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ

２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　
（ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ
Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３

） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ 及 び Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る
化 合 物 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 火 炎 消 火 剤 。
【 請 求 項 ９ 】
Ｃ Ｈ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ を 生 成 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 該 方 法 は 、
(i)　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ を 生 成 す る た め に 、 塩 基 の 存 在 の 下 メ タ ノ ー ル を ヘ キ
サ フ ル オ ロ プ ロ ペ ン と 反 応 さ せ る 過 程 と 、
(ii)　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ Ｃ ｌ ２ を 生 成 す る た め に 、 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３

を Ｃ ｌ ２ で 塩 素 化 す る 過 程 と 、
(iii)　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ を 生 成 す る た め に 、 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ Ｃ
ｌ ２ を Ｈ Ｆ で フ ッ 素 化 す る 過 程 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｈ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ の 生 成 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ

２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ
， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ Ｆ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ Ｈ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ３

Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ Ｆ ２ ，
　 Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ
Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ

３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ
Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ ， 　 （ Ｃ Ｆ ３ ） ２ Ｃ ＝ Ｃ Ｆ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３

， 　 Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｆ ， Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ２ Ｈ 及
び Ｃ Ｆ ２ ＝ Ｃ （ Ｃ Ｆ ３ ） Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 飽 和 フ ッ 素 化 Ｃ ４ 又 は
Ｃ ５ ハ イ ド ロ フ ル オ ロ エ ー テ ル を 生 成 す る 方 法 で あ っ て 、 該 方 法 は 、
(i)　 第 １ 反 応 生 成 物 を 生 成 す る た め に 、 塩 基 の 存 在 の 下 Ｃ １ ア ル コ ー ル を フ ッ 素 化 Ｃ ３

又 は Ｃ ４ ア ル ケ ン と 反 応 さ せ る 過 程 と 、
(ii)　 第 ２ 反 応 生 成 物 を 生 成 す る た め に 、 前 記 第 １ 反 応 生 成 物 を Ｃ ｌ で 塩 素 化 す る 過 程 と
、
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(iii)　 飽 和 フ ッ 素 化 Ｃ ４ 又 は Ｃ ５ ハ イ ド ロ フ ル オ ロ エ ー テ ル を 生 成 す る た め に 、 前 記 第
２ 反 応 生 成 物 を Ｈ Ｆ で フ ッ 素 化 す る 過 程 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 飽 和 フ ッ 素 化 Ｃ ４ 又 は Ｃ ５ ハ イ ド ロ フ ル オ ロ エ ー テ ル の 生 成
方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 塩 基 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 又 は カ リ ウ ム か ら な る
群 か ら 選 択 さ れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 飽 和 フ ッ 素 化 Ｃ ４ 又 は Ｃ ５ ハ イ ド ロ フ ル オ
ロ エ ー テ ル の 生 成 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
Ｃ Ｆ ３ Ｃ Ｈ Ｆ Ｃ Ｆ ２ Ｏ Ｃ Ｆ ３ か ら な る 組 成 物 。
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